
のキリスト教週間のご案内 
 

 
 
 
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

 

 

 
 
   
    
    
 
 
 
 

 

    

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

2011 年 1 月 

 
神を仰ぎ、人に仕う 

Ｎｏ．15 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり  アーメン 

 

 

 

「Ｂ＋Ａ＋Ｃ＋Ｈ＝１４」 
 

 何やら謎めいた数式であるが、読者の楽しみを奪わないために、あえて答えは記さ

ないでおこう。ところで、数式に記されたアルファベットの 4 文字を続けてみると BACH

となる。これはルター派の敬虔なクリスチャンで「音楽の父」とも呼ばれる偉大な音楽

家 J.S.BACH（ヨハン・セバスチャン・バッハ）のことである。14 という数字は、バッハ本

人が自分の名前から導き出したもので、彼にとって 14 という数は特別な意味を持っ

ていた。 

それは、宗教改革記念日のために作曲した「カンタータ BWV80」の最初の旋律が

14 個の音でできていること、またピアニストにとってのバイブルとも言うべき「平均律ク

ラヴィーア曲集Ⅰ巻」第 1 番のフーガのテーマも同様であることからも、うかがい知る

ことができよう。ただ一般的にはそのことが、単なる興味深い出来事のひとつとして受

け止められていたり、また人によってはバッハの自己顕示の表れと断罪する向きもあ

るのだが、果たしてこのことは、そのような捉え方に留まるものであろうか。 

 私には、１人の音楽家が、自分にあたえられた命の意味はどこにあるのかを真剣に

問うているうちに、彼だけに示されたものとしての 14 という数字が、特別な光を帯びて

いるように見えるのである。それは、バッハが水平軸の自由を 14 という数字に押し込

めた時、それと同時に与えられた垂直軸方向の真の自由が、そしてその中に生かさ

れている喜びが、彼の音楽には込められているように思えてならないからである。 

（児童学科長 村山 順吉）

お知らせ 

 

 

■クリスマス献金の報告 
12 月 15 日(水)、16 日(木)のクリスマス礼拝で献げられた献金は、総額 255,049 円で
した。今年は下記の七つの団体にお献げいたします。 

 

■「社会福祉法人 久美愛園」 さいたま市  

■「ＮＰＯ自立生活支援サポートセンター もやい」 新宿区 

■「児童養護施設 光の子どもの家」 北埼玉郡 ■「児童養護施設 ホザナ園」 さいたま市 

■「学校法人 日本聾話学校」 町田市 ■「隠退教職ホーム にじのいえ」 青梅市  

■「特別養護老人ホーム 川越ｷﾝｸﾞｽｶﾞｰﾃﾞﾝ」 川越市 

 

 

■冬のリトリート参加者募集中 

テ ー マ／『Gift 愛のプレゼント ～もう一度手をつなぐために～』 

日 程／2011 年 2 月 15 日（火）～17 日（木） 2 泊 3 日 

場 所／八王子大学セミナーハウス 

 東京都八王子市下柚木 1987-1 http://www.seminarhouse.or.jp/index.html 

参加費用／10,000 円 

申込締切／2011 年 1 月 24 日（月） 
 
聖書の学び、人生についての自由な話し合い、先生方との有意義な会話、ゲームやティ
ータイムなど、楽しいプログラムが用意されています。 
 
※ 現地集合、現地解散となります。 
※ 申込み用紙はキリスト教センターにございます。費用を添えてお申込みください。 

行事・集会のご案内 

全学礼拝／毎週火～金 10：20～10：50



   
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        

        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
      

製作／キリスト教センター 

担当／松田 慶光 

聖学院教会祈祷会         1 月 13 日（木） イザヤ書 65 章   柳田 洋夫 チャプレン 

【毎週木曜日 18 時 30 分～19 時 30 分 於 緑聖ホールＣ室】     1 月 20 日（木） イザヤ書 66 章   阿久戸 光晴 学長 

 

 
「狭い門からはいれ。滅びにいたる門は大きく、その道は広い。そして、そこからはいって行く者が多い。命にいたる門は狭く、その道は細い。そして、それを見いだす者が少ない。 」 

       （マタイによる福音書 第 7 章 13～14 節） 

年間聖句 

2010 

1 月 18 日（火） 

奨励者 菊地 順 
（大学チャプレン） 

司会者 石井 愛（107Ｃ） 
奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 539 番 
交読文 13（詩 46 篇） 
聖 書 ルカによる福音書 

  15 章 25～31 節（新約 P.116）
祈 祷 
奨 励 「もう一人の息子」 
祈 祷  
讃美歌 357 番 
主の祈り 
後 奏  
 

1 月 14 日（金） 

奨励者 高橋 恵一郎 
（女子聖学院中学校高等学校チャプレン） 

司会者 菊地 順 
奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 546 番 
交読文 7（詩 24 篇） 
聖 書 ヨハネの黙示録 

  21 章 1～4 節（新約 P.407）
祈 祷 
奨 励 「新しい天と地に 

思いを向けて」
祈 祷  
讃美歌 Ⅱ136 番 
主の祈り 
後 奏  
 

1 月 13 日（木） 

奨励者 古谷野 亘 
（人間福祉学科教授） 

司会者 林 冠宇（109Ｌ） 
奏楽者 秋山 真奈 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 545（下）番 
交読文 6（詩 23 篇） 
聖 書 エレミヤ書 

  31 章 7～14 節（旧約 P.1098） 
祈 祷 
奨 励 「あけぼのの光が 

私たちに臨み 再び」 
祈 祷  
讃美歌 87 番 B 
主の祈り 
後 奏  
 

1 月 20 日（木） 

奨励者 中村 磐男 
（人間福祉学科教授） 

司会者 左近 豊 
奏楽者 松本 周 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 543 番 
讃美奉献 
聖 書 ローマ人への手紙 

  5 章 1～8 節（新約 P.238）
祈 祷 
奨 励 「希望を生み出すこと」 
祈 祷  
讃美歌 183 番 
主の祈り 
後 奏  
 

1 月 21 日（金） 

1 月 12 日（水） 

奨励者 渡辺 英人 
（コミュニティ政策学科准教授） 

司会者 木村 亮（108Ｌ） 
奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 545 番 
交読文 3（詩 8 篇） 
聖 書 イザヤ書 

  9 章 1～2 節（旧約 P.953）
祈 祷 
奨 励 「新しい年には」 
祈 祷  
讃美歌 312 番 
主の祈り 
後 奏  
 

1 月 11 日（火） 

奨励者 竹井 潔 
（コミュニティ政策学科講師） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 543 番 
交読文 1（詩 1 篇） 
聖 書 ダニエル書 

  12 章 5～13 節（旧約 P.1243） 
祈 祷 
奨 励 「あなたの道を行きなさい」 
祈 祷  
讃美歌 216 番 
主の祈り 
後 奏  
 

奨励者 阿久戸 光晴 
（学長） 

司会者 佐野 正子 
奏楽者 大井 恵子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 545 番 
交読文 14（詩 50 篇） 
聖 書 詩篇 

  102 篇 19 節（旧約 P.939） 
※新共同訳 

祈 祷 
奨 励 「主を賛美するため 

民は創造された」 
祈 祷  
讃美歌 20 番 
主の祈り 
後 奏  
 

1 月 19 日（水） 

奨励者 里子 有三郎 
（経理局長） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 川添 美央子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 541 番 
讃美奉献 教職員聖歌隊‘あらしのあとに’ 
聖 書 詩篇 

  23 篇 1～6 節（旧約 P.766） 
祈 祷 
奨 励 「命のある限り」 
祈 祷  
讃美歌 Ⅱ41 番 
主の祈り 
後 奏  
 


